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13 但馬の未来をデザインする

　

少
子
高
齢
社
会
の
今
、
ま
ち
づ
く
り
に

悩
ん
で
い
る
の
は
、
ど
こ
の
ま
ち
も
同
じ
こ

と
。
地
方
の
時
代
と
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、

思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

　

そ
の
中
で
、い
よ
い
よ
北
近
畿
豊
岡
自

動
車
道
・
和
田
山
八
鹿
道
路
が
今
秋
11

月
頃
に
開
通
す
る
。
自
動
車
専
用
道
路

の
延
伸
は
、
地
元
・
養
父
市
の
悲
願
で
あ

り
、そ
の
関
心
は
日
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　
「
人
口
減
少
や
産
業
の
衰
退
に
歯
止
め

を
か
け
た
い
」
と
は
、
住
民
の
切
実
な
思

い
。
人
の
交
流
や
物
流
が
大
き
く
変
化
し

て
い
く
中
で
、
養
父
市
の
将
来
を
い
か
に
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
く
か
。
住
民
は
、「
ま
ち
づ

く
り
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
」
と
口
を
揃
え

る
。
未
来
に
向
け
て
汗
を
流
す
ま
ち
の
動

き
を
追
っ
た
。

　
「
い
か
に
お
迎
え
し
、
も
て
な
す
の
か
。
ま

ず
は
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
大

切
」
と
話
す
の
は
、
養
父
市
産
業
環
境
部

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
周
辺
開
発
推
進

室
の
職
員
。

　

ま
ち
の
賑
わ
い
、
観
光
資
源
、
自
然
と

共
生
す
る
農
業
の
営
み
な
ど
に
つ
い
て
、
そ

の
魅
力
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
発
信
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

せ
っ
か
く
来
て
い
た
だ
い
た
の
に
が
っ
か
り

さ
せ
て
は
、
訪
れ
た
人
に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
を
与
え
て
し
ま
う
。
空
き
店
舗
や
空
き

家
を
解
消
し
て
ま
ち
の
雰
囲
気
を
演
出

し
、
地
域
特
有
の
農
産
物
や
自
然
景
観
な

ど
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
を
設
定
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
養
父
市
の
知
名
度
を
上
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
言
う
。

未
あ す

来へつながる夢の道
和田山八鹿道路の開通でまちを変える

養父市

特 集

ま
ち
が
ど
う
変
わ
る
か

北
近
畿
豊
岡
道・和
田
山
八
鹿
道
路
が
開
通

「
未
来
へつ
な
ぐ
」
ま
ち
の
取
り
組
み

整備が進む北近畿豊岡自動車道・和田山八鹿道路「八鹿氷ノ山
IC」周辺（平成 24 年 8月17日撮影）。舞鶴若狭自動車道・春日
IC から八鹿氷ノ山 IC の整備により、神戸からの所要時間が約
30 分（整備後約1時間 40 分）も短縮される。

ま
ち
の
知
名
度
ア
ッ
プ
へ
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終
点
と
な
る
八よ

う
か鹿

氷ひ
ょ
う
の
せ
ん

ノ
山
Ｉ
Ｃ
周
辺
に

は
、
蛇じ

ゃ
も
ん
が
ん
ま
い

紋
岩
米
や
朝
倉
さ
ん
し
ょ
な
ど
隠

れ
た
特
産
品
も
多
い
。
市
で
は
ブ
ラ
ン
ド

創
出
事
業
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
特
産
品
を

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
す
る
た
め
動
き
出
し
て
い

る
。
そ
の
他
、
養
父
市
ま
る
ご
と
発
信
サ

イ
ト
「
や
ぶ
ら
ぶ
ウ
ォ
ー
カ
ー
」
な
ど
を
通

じ
て
、
全
国
に
も
情
報
発
信
し
て
い
る
。

　

昨
年
、
八
鹿
氷
ノ
山
Ｉ
Ｃ
の
拠
点
施
設

で
あ
る
「
道
の
駅
よ
う
か
但
馬
蔵
」
が
リ

ニュ
ー
ア
ル
。
農
産
物
直
売
所
と
土
産
処
を

一
体
化
し
、
よ
り
買
い
物
が
し
や
す
い
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、「
足
湯
ス
ペ
ー
ス
」
に
屋

根
を
設
け
、
利
用
し
や
す
く
し
て
い
る
。

　
「
当
駅
の
自
慢
は
な
ん
と
い
っ
て
も
、
約

１
５
０
人
の
会
員
が
愛
情
込
め
て
育
て
た

農
産
物
や
加
工
品
。
生
産
者
に
生
き
が
い

を
感
じ
て
も
ら
い
、
有
機
農
法
に
よ
る
栽

培
な
ど
工
夫
し
た
商
品
を
出
荷
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
地
元
の
名
産
で
あ

る
八
鹿
豚
を
使
用
し
た
料
理
や
蛇
紋
岩

米
こ
し
ひ
か
り
も
好
評
で
す
。
但
馬
の
玄

関
口
と
し
て
、
地
元
の
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
」
と
、
奥
田
英
治
駅
長
も
意

気
込
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
「
や
ぶ
市
観

光
案
内
所
」
を
開
設
。
常
時
、
観
光
案
内

ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
た
。

　

ま
た
、
養
父
Ｉ
Ｃ
が
浅あ

ざ
の野

地
区
に
で
き

る
こ
と
で
、
市
内
各
方
面
へ
の
利
便
性
が

向
上
す
る
。
誘
客
へ
の
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
各
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
は
案
内
サ
イ
ン

の
整
備
を
予
定
。
も
て
な
し
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
訪
れ
る
方
が
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
「
７
月
に
行
っ
た
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
・

西
紀
Ｓ
Ａ
で
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
但
馬

や
養
父
市
の
知
名
度
が
ま
だ
ま
だ
低
い
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
開
通
を
き
っ
か

け
に
、
養
父
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
確

立
し
て
い
く
と
と
も
に
、
但
馬
の
各
市
町

と
連
携
し
な
が
ら
観
光
交
流
人
口
の
増
加

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
、
市
の
担
当
者
は
話
す
。

　
「
但
馬
っ
て
ど
こ
？
養
父
市
っ
て
ど
ん
な

と
こ
ろ
？
ま
ず
は
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
京
阪
神
で
も
但
馬
地
域
の

知
名
度
は
、
ま
だ
低
い
の
が
現
状
。
和
田

蔵をイメージした外観が目を引く
「道の駅ようか但馬蔵」（上）。リ

ニューアルした野菜蔵では、約
150 名の会員が作った野菜や
切花、加工品などが並ぶ。また、
昨秋には和田山八鹿道路の開通

に先立ち、情報コーナーに「やぶ
市観光案内所（左）」が開設された。

ま
た
来
て
も
ら
う
た
め
に

山
八
鹿
道
路
の
開
通
や
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

を
、
養
父
市
や
但
馬
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
、
き
っ
か
け
づ
く
り
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
」。
知
名
度
に
つ
い
て
同

じ
よ
う
に
指
摘
す
る
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

市
民
オ
フ
ィ
ス
や
ぶ
の
陰
山
幸
則
さ
ん
。

　

市
民
オ
フ
ィ
ス
や
ぶ
で
は
、
11
月
10
日

（
土
）・
11
日（
日
）に
開
か
れ
る
記
念
イ
ベ

ン
ト「
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｕ
２
０
１
２
マ
ラ
ソ
ン
＆
フ
ェス

テ
ィ
バ
ル
」
の
実
行
委
員
会
事
務
局
を
務

め
て
い
る
。

　

開
通
前
の
道
路
を
使
っ
た
マ
ラ
ソ
ン
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
他
、
地
元
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
地
域

間
で
協
力
し
て
、
地
元
の
魅
力
を
広
域
に

発
信
す
る
こ
と
が
今
回
の
目
的
。「
も
う
一

度
こ
よ
う
ね
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
イ
ベ
ン

ト
を
目
指
し
て
い
る
。

　

会
場
に
は
、
但
馬
の
各
市
町
や
団
体
も

出
店
予
定
。
さ
ら
に
養
父
市
商
工
会
が
東

日
本
大
震
災
の
義
援
金
を
届
け
た
こ
と
で

交
流
が
始
ま
っ
た
、
宮
城
県
の
石
巻
市

牡お
し
か
い
な
い

鹿
稲
井
商
工
会
の
出
店
も
決
ま
っ
た
。

被
災
地
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
も
ら
い

た
い
と
話
す
。

　
「
元
気
で
長
寿
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ま
ち
づ

く
り
を
し
よ
う
」。
過
疎
化
や
産
業
の
衰
退

は
、そ
こ
に
住
む
人
々
の
生
活
に
直
結
す
る
。

地
域
住
民
も
動
き
始
め
た

“

”
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未来へつながる夢の道
和田山八鹿道路の開通でまちを変える

氷ノ山・ハチ高原（上）や天滝（左）、養父神社（右上）など、紅葉スポッ
トが点在する養父市。秋は美味しいお米と評判の「蛇紋岩米（右下）」
が収穫の時期を迎える。やぶ市観光協会では但馬が近くなる分、滞
在する時間も増えると考え、体験型ツーリズムの推進に取り組んで
いる。11月18日にはハチ高原の地形を利用したオンロード自転車
大会（ヒルクライム）が初めて行われる。毎年恒例の氷ノ山・鉢伏山
紅葉登山大会は「紅葉登山フェスティバル」としてリニューアルし、今
までとは違った宿泊者へのおもてなしも企画されている。

平成 24 年11月10日（土）・11日（日）開催！！
この秋、いよいよ北近畿豊岡自動車道「和田山八鹿道路」が開通！
供用開始前の自動車道を使用したファミリーウォーキング（10日）
＆全線往復（約26 キロ）マラソン（11日）が行われる。また両日は、
ご当地グルメ＆物産テント市、大道芸フェスティバルなどのイベン
トも開かれる予定。秋恒例の「養父市産業フェア」も同日開催！！

［所］養父市八鹿町高柳（和田山八鹿道路、並びに八鹿氷ノ山IC周辺）
［問］NPO 法人市民オフィスやぶ  079-662-6255
※マラソン＆ウォーキングは申し込みが必要（有料／ 10/19 締切）。
　詳細はHPで  http://www.e-marathon.jp/yabu/

北近畿豊岡自動車道 和田山八鹿道路イベント

YABU2012マラソン 検 索 →

「
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
元
気
に
！
」。
市
民

が
自
ら
声
を
上
げ
て
立
ち
上
が
っ
た
。

　
『
養
父
市
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
仮
）
』と

名
付
け
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
は
、
住
民
主
導
で

ま
ち
お
こ
し
を
す
る
市
民
団
体
。
養
父
市

商
工
会
が
事
務
局
と
な
り
、
行
政
や
商
工

店
主
、
銀
行
マ
ン
な
ど
、
幅
広
い
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
合
併
し
て
８
年
。
今
ま
で
は
地
域
間
の

エ
ゴ
も
あ
り
、
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
。
さ
ら
に
世
代
間
交
流
の
減

少
に
と
も
な
い
、
縦
の
つ
な
が
り
も
稀
薄
に

な
り
、
伝
統
や
文
化
と
い
っ
た
も
の
も
伝
わ

り
に
く
く
な
っ
た
。
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、

こ
の
ま
ち
を
さ
ら
に
よ
く
し
た
い
と
い
う
の

が
み
ん
な
の
気
持
ち
で
す
」
と
、メ
ン
バ
ー

の
１
人
は
話
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
ま
ち
づ
く
り
で

数
々
の
実
績
を
残
す
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
全
国
元
気
ま
ち
づ
く
り
機
構
」

の
野
尻
博
氏
を
勉
強
会
に
招
い
た

こ
と
。
会
を
通
じ
、
大
き
な
声
で
夢

を
語
り
、
大
き
い
ア
ク
シ
ョ
ン
で
動
く

こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
た
と
い
う
。

　
「
和
田
山
八
鹿
道
路
開
通
を
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
、
ま
ち

づ
く
り
の
火
付
け
役
と
な
り
た

い
」
と
話
す
メ
ン
バ
ー
。

　

会
で
は
「
学
び
」「
物
・
食
」「
遊

び
」の
３
つ
の
観
点
か
ら
問
題
を
提
議
。
さ

ら
に
市
民
か
ら
の
意
見
や
夢
も
幅
広
く
募

り
、
参
加
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
住
民
の

輪
を
広
げ
た
い
方
針
だ
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
育
っ
て
い

く
、
サ
ポ
ー
ト
役
に
な
れ
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
て
い
る
の

で
、
思
わ
ぬ
化
学
反
応
が
起
こ
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
て
ほ
し
い
」。
様
々
な
人
と
つ
な

が
っ
て
、
養
父
市
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
育
て
て

い
き
た
い
と
語
る
メ
ン
バ
ー
。
市
民
レ
ベ
ル
で

も
責
任
あ
る
取
り
組
み
が
動
き
出
し
た
。

　

和
田
山
八
鹿
道
路
の
開
通
を
ひ
と
つ
の

契
機
と
し
て
、
立
ち
上
が
っ
た
人
々
。
２
年

後
に
は
「
但
馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
」
20
周

年
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
、
但
馬

各
地
で
も
新
た
な
夢
の
実
現
へ
向
か
っ
て
動

き
が
出
始
め
て
い
る
。
北
近
畿
豊
岡
道
の

沿
線
に
あ
る
朝
来
市
の「
道
の
駅
但
馬
の

ま
ほ
ろ
ば
」
で
は
、
９
月
30
日（
日
）に
各

地
の
グ
ル
メ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
集
め
た

「
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
３
」

を
開
催
。
但
馬
を
元
気
に
し
よ
う
と
、
地

域
を
越
え
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　
「
但
馬
夢
街
道
〜
未
来
へ
つ
な
が
る
夢

の
道
」
と
掲
げ
た
養
父
市
。
そ
の
言
葉
に

は
、
現
状
を
打
破
し
た
い
と
い
う
固
い
決

意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

“

”
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但馬人ネットワーク
【 T a j i m a - B i t o 】

但
馬
の
元
気
人
！
道
の
駅
長
を
紹
介

●神鍋高原
当駅は温泉施設を併設しています
ので、買い物・食事・温泉と1カ所
でいろんな事が楽しめるのが魅力
です。お土産は、新鮮な野菜や地元
産品など品揃えが豊富なので満足
いただけると思います。また、温泉
施設では露天風呂とは違った泳げる
屋外温泉もあるので、ご家族でも楽
しむことのできる道の駅です。
ぜひお立ち寄りください。

［所］豊岡市日高町栗栖野 59-13
［時］5 〜 9月：9 〜19 時
／ 10 〜 4月：9 〜18 時  

［休］無休 ［問］0796-45-1331

まだまだある"但馬内の道の駅”！！
◆但馬楽座(養父市上野299/079-664-1000)
◆やぶ(養父市養父市場1294-77/079-665-0774)
◆あさご(朝来市多々良木213-1/079-678-0800)
◆フレッシュあさご(朝来市岩津96/079-670-4120)
◆あゆの里矢田川(香美町村岡区長瀬933-1/0796-95-1369)
◆ハチ北(香美町村岡区福岡608-1/0796-96-1600)
◆あまるべ(香美町香住区余部1723-4/0796-20-3617)

～出会い・感動～  夢但馬 2014　

●ようか 但馬蔵
蔵をイメージしたゆとりの空間と、地元生
産者から毎日届く野菜など豊富な品揃え
が自慢です。お食事処では名産「八鹿豚」
料理がおすすめ。ジューシーな味わいは絶
品です。足湯スペースもありますよ。

［所］養父市八鹿町高柳 241-1  ［時］食事処：11 〜18 時 30 分／
土産処・野菜蔵 9 〜 19 時  ［休］無休  ［問］079-662-3200

奥田駅長

二宮駅長
平成 6 年（1994）に但馬全域で展開された、「但馬・
理想の都の祭典」。約１年間にわたり、「人・海・森・里・
空」をアピールする5つの文化展を始め、300 を超
える多彩なイベントが開催されました。但馬を訪れた
観光客は約1,300万人、但馬内での地域間交流も増
え、但馬人が「但馬」を見直すきっかけとなりました。

現在、祭典から20 周年を迎える平成 26 年を但馬
地域が抱える様々な課題の解決と新たな夢を実現し
ていく契機とするため、但馬地域創生のプロジェクト
が進められています。平成 24 年 2 月、事業名称は公
募により「～出会い・感動～ 夢但馬 2014」と決定し
ました！但馬の住民が主役とな
るこのプロジェクトには、但馬
人の熱い思いと行動力が必要
不可欠です！このコーナーでは、
但馬を盛り上げる“キラリと光る
但馬人”を紹介していきます。

「但馬・理想の都の祭典」って？

「～出会い・感動～ 夢但馬 2014」に向けて
歴史文化を紹介した「大但馬展」 但馬空港開港を記念した「空の文化展」

◆「キックオフ事業」や
　「但馬お宝100選」を募集中！
◆公式ホームページ
   詳細は >> http://www.tajima.or.jp/yumetajima/

但馬情報特急  夢但馬 検 索

●村岡ファームガーデン
村岡で育った極上の但馬牛を召し上がって
いただけます。他にも、地元産のお野菜、美
方大納言、お米など村岡の素材を生かした
お料理が楽しめるのが当駅の自慢です。

［所］香美町村岡区大糠 32-1  ［時］9 〜19 時
［休］無休  ［問］0796-98-1129

田中駅長

田丸駅長

お 食事 処では脂
身が少なく、ヘル
シーな「 鹿 カツ」
料理が楽しめる。

山陰海岸ジオパークから生

まれた「但馬牛世界ジオバー

グセット」。

名物「八鹿豚のとんかつ」！！
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●但馬のまほろば
当駅は但馬の玄関口としての役割を果たし、明るく元
気な道の駅を目指しています。緑いっぱいの交流広場
もあり、ゆったり過ごせます。今年で3回目となる「ロー
ドサイドステーションフェスタ（9/30（日）」も、参加団
体が増え内容も充実！楽しい1日を過ごしましょう。

［所］朝来市山東町大月92-6  ［時］8 時 30 分〜20 時
［休］無休  ［問］079-676-5121


